












Identification and characterization 01 motilitγstimulating factor 




















2. SW-C. M.添加により， PANC-lの運動性は，濃度依存性に最大約2.5倍に梢強され，線維芽細胞様の
形態変化が誘導された。以上より SW-C.M.中には主として運動性を光進させるサイトカインの一橋で
ある Moti1ityfactorの存在が示唆された。


















関が認められた。 SW1990無血性培養上清(以下， SW-C. M.)添加により， PANC-lの運動能は，濃度依
存性に最大約2.5倍に増強され，線維芽細胞機の形態変化が誘導された。しかし，細胞増殖には影響を及ば‘
さなかった。以上の結果から SW-C.M.中には主として運動性を充進させるサイトカインの一種である
運動刺激因子 (Motilityfactor)の存存.が示唆された。さらに分子生物学的手法を用いてsw-c.M.中
の因子を検討したところ，この因子は分子量約40kDaのへパリン非結合性蛋白であり，既知のサイトカイ
ンとは異なる新規の運動刺激因子でおる可能性が考えられた。また PANC-lを同因子で処理したところ
肝転移結節形成がみられた。以上の成績は，騨癌の浸潤，転移には癌細胞の運動能が強く関与し，この運
動能は肺癌細胞自体より産生される運動刺激因子によっても増強される可能性も示唆したものである。
本論文は騨癌の浸潤，転移過程における細胞運動刺激因・了・の関与について，新しい知見をもたらしてお
り今後の惇癌の進展形式を明らかにする上で寄号するところが少なくないと評価できる。よって本研究
者は，博士(医学〉の学位を授与されるに植するものと認めたc
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